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事に留まって生活を維持することが制作者内で重要
視されているのは松永（2017）でも指摘したことで
あり、アニメ制作者一般にみられる特徴と女性のラ
イフコースにかかわる特徴が交錯していることが確
認できた。さらに、こうした柔軟な契約変更が可能
である背景としてアニメ産業がフリーランスを中心
としたプロジェクトベースの契約に依拠していると
いう点があるが、これは柔軟性であると同時に絶え
ざる仕事獲得を必要とするため、かえってライフ
コース上の選択を制約している側面も確認された。 
 こうした発見はアニメ産業の労働研究として独自
のものであり、アニメ制作者の仕事に関する社会的 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
認識の拡張や、生活保障などを捉える政策的議論に
大きく資すると考えられる。しかし、調査の実施に
難航してしまい、研究期間を調査の遂行に費やして
しまったため、こうした成果の発表には至らなかっ
た。この点については、令和2年度以降に学会発表な
いしは論文化を行うこととしたい。 
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